
改善箇所説明図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：       は、交換部品を示す。 

 

 

 

 

基準不適合発生箇所 
助手席エアバッグのインフレータ（膨張装置）において、エアバッグ展開経路である、インストルメントパネルの

開口部の製造誤差によっては、意図した通りの展開がされない事がある。 

そのため、衝突時に助手席エアバッグが完全に展開せず、乗員が過度の傷害を負うおそれがある。 

 

 

改善の内容 
全車両、エアバッグモジュールを対策品に交換する。 

識別：助手席ドアのボディ側下部、ドアヒンジボルトに黄色ペイントを塗布する。 

 

基準不適合発生箇所 

（エアバッグモジュール） 

良好な状態 

損傷状態 


